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す
い
環
境
を
整
え
ま
す
。

　

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
が
策

定
し
た
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画

に
基
づ
き
、
市
民
の
利
便
性
向

上
が
見
込
ま
れ
る
、
子
育
て
や

介
護
等
の
手
続
き
か
ら
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
用
い
た
行
政

手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

富
田
地
区
の
ま
ち
づ
く
り

地
域
共
生
社
会
の
実
現
を

　

議
員　

富
田
地
区
ま
ち
づ
く

り
基
本
構
想
は
「
多
世
代
が
共

に
育
む
ま
ち
づ
く
り
」
が
コ
ン

セ
プ
ト
で
す
が
、
多
世
代
を
包

括
す
る
に
は
、
多
様
な
人
た
ち

が
豊
か
に
暮
ら
せ
る
地
域
共
生

社
会
の
実
現
の
具
体
化
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

基
本
構
想
で
は
、
誰

も
が
気
軽
に
訪
れ
や
す
い
居
場

所
や
多
世
代
の
交
流
を
育
む
拠

点
な
ど
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
住
み
続
け
た

い
と
誇
れ
る
ま
ち
を
目
指
す
こ

と
と
し
て
お
り
、
今
後
は
、
老

朽
化
し
た
公
共
施
設
の
再
構
築

等
に
よ
り
、
多
世
代
が
つ
な
が

り
、
住
民
主
体
の
活
動
を
活
性

化
す
る
こ
と
や
、
全
て
の
人
が

生
き
生
き
と
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
よ
う
、
地
域
共
生
社
会
の
実

現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

公
共
事
業
に
お
け
る

木
材
利
用
の
状
況
は

　

議
員　

本
市
の
木
材
利
用
基

本
方
針
に
は
、
市
が
行
う
公
共

建
築
物
の
整
備
や
公
共
土
木
事

業
等
に
、
可
能
な
限
り
木
材
を

使
用
す
る
こ
と
と
あ
り
ま
す
が
、

利
用
状
況
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

子
ど
も
未
来
館
で
は
、

木
造
平
屋
の
構
造
材
の
う
ち
約

９
割
で
市
内
産
木
材
を
利
用
し

た
ほ
か
、
安
満
遺
跡
公
園
パ
ー

ク
セ
ン
タ
ー
の
内
装
材
に
市
内

産
木
材
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
在
建
設
中
の
芸
術
文

化
劇
場
で
は
、
内
装
材
及
び
外

装
材
に
市
内
産
木
材
を
利
用
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
優
先
課
題

優
先
的
な
施
策
展
開
は

　

議
員　

国
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ア
ク

シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
２
０
２
０
で
は
、

８
分
野
を
優
先
課
題
と
し
て
挙

げ
て
い
ま
す
。
本
市
に
お
い
て

は
、
こ
の
８
分
野
の
中
か
ら
最

重
要
目
標
を
絞
り
込
み
、
優
先

的
に
施
策
展
開
す
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
見
解
を
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
先
進
度
調

査
で
は
、
本
市
は
大
阪
府
内
で

４
位
と
高
い
評
価
を
受
け
て
い

ま
す
。
ま
た
、
令
和
２
年
度
に

は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
理
念
を
踏
ま
え

た
総
合
計
画
な
ど
を
策
定
し
て

お
り
、
こ
れ
ら
各
種
行
政
計
画

に
基
づ
く
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

が
８
つ
の
優
先
課
題
の
解
決
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
こ
と

か
ら
、
引
き
続
き
各
種
計
画
の

推
進
を
図
り
ま
す
。

女
性
活
躍
推
進

連
携
し
た
取
り
組
み
は

　

議
員　

女
性
活
躍
推
進
に
関

す
る
取
り
組
み
は
、
所
管
す
る

部
局
が
多
部
局
に
ま
た
が
っ
て

い
ま
す
。
女
性
活
躍
推
進
法
に

基
づ
く
計
画
を
実
行
す
る
た
め

に
、
ど
の
よ
う
に
連
携
し
て
取

り
組
む
の
か
伺
い
ま
す
。

　

市
長　

男
女
共
同
参
画
計
画

に
お
い
て
、 「
社
会
的
な
意
思
決

定
へ
の
女
性
の
参
画
拡
大
」、

「
働
く
場
で
の
男
女
平
等
の
推

進
」、 「
家
族
の
多
様
性
の
尊
重

と
一
人
ひ
と
り
の
自
立
を
促
す

家
庭
環
境
の
整
備
」
を
重
点
施

策
と
し
て
位
置
付
け
、
庁
内
組

織
と
し
て
男
女
共
同
参
画
推
進

本
部
を
設
置
す
る
こ
と
で
、
関

係
部
局
が
連
携
・
調
整
を
図
り

な
が
ら
、
こ
れ
ら
重
点
施
策
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

人権を尊重した
持続可能なまちづくりを
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